
（別紙３）

～ 令和６年　12月　15日

（対象者数） 28人 （回答者数）
25人

～ 令和6年　12月　15日

（対象者数） 6人 （回答者数）
6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
イベントを通じての更なる交流

保護者へ活動中の様子を発信し共有する

2
グループワークやロールプレイなど、実践的な活動を増やし

コミュニケーション能力を高める

3
保護者が相談をしやすい工夫と、それに対応ができる

スタッフの強化

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
利用児童の人数や活動に合わせて時間帯などの調整をして

スペースの有効活用をする

2

3

①法人内の協力と連携

②敷地内に高齢者デイサービスがあること

①法人の年間イベント

（桜ウォーキング、秋祭り、餅つき大会、等）

各部署の職員、高齢者、地域の方々との交流

②身近に高齢者との触れ合いががあり、お互いの活気に繋げて

いる

学習支援、運動、アートなど、多様な活動プログラムを提供し

興味関心を引き出す

・活動を通じて子どもたちの興味や独自の能力を引き出し育む

・社会性やコミュニケーション能力を育む

学校や保護者との協働
その日の様子や出来事等の情報を連絡帳や送迎時に交わし、関

係機関で児童を見守る体制作りをしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースが狭く、多様なプログラムを提供するときに困難

を生じることがある

・活動によっては広いスペースや設備が必要になる

・事業所の構造上、広いスペースを確保できない

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　7年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　だんらん

○保護者評価実施期間
令和６年　12月　１日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　1日

事業所における自己評価総括表公表


